
『グリーンライフ』シラバス

科 目 名 学 科 学 年 必修／選択 単 位 数

グリーンライフ 農業科 ３ 年 選 択 ２単位

１．科目目標と使用教材

農業・農村が持つ多様な機能や魅力を発見し、それらを活用して人々の交流を促し、

新たな余暇活動やビジネス、ライフスタイルの創造について考えながら、心身共に健康科目目標

で豊かな暮らしや環境保全について理解を深める。

教科書：グリーンライフ（実教出版） 作物（農文協）
使用教材

２．学習計画

学期 学 習 項 目 学 習 目 標

・グリーンライフの世界

「人間生活とグリーンライフ」 ・グリーンライフとは余暇活動であるととも

に環境保全や文化・経済を高める活動であ１

ることを理解する。

・農業・農村の機能の発見と活用学

「農業・農村の魅力と『農』の世界を探る」 ・農業の魅力や農村の自然や文化・料理など

「自然環境と農業・農村の発見・活用」 について知識を深める期

「地域農産物の発見と栽培・加工」

「農村文化の発見と活用」 ・農業や農村が持つ多面的な機能について理

「農業・農村体験の企画と指導・援助」 解を深める。

「農業・農村の機能の総合的な活用」 ・地域資源について検討する。

・グリーンツーリズム

「グリーンツーリズムの特徴とあゆみ」 ・世界的なグリーンツーリズムの動きについ２

「グリーンツーリズムのおもな取り組み」 て理解を深める。

「グリーンツーリズムの企画と運営」 ・企画と運営について理解を深める。学

「ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑと農業・農村生活の向上」 ・今後の可能性について理解を深める。

・市民農園期

「市民農園の開設と運営」 ・市民農園の開設と運営について理解を深め

る。

・観光農園、直売所

「観光農園の企画・開園と運営」 ・観光農園、直売所の企画・開園、運営につ３

いて理解を深める。学

・自分の住んでいる地域の観光農園や直売所期

について調べる。



３．学習方法

自分の住んでいる地域において、村おこしや地域の活性化事業等に目を向け、将来それぞれの地

域に戻って活動を始めるときに、新しい視点から自分のふるさとを活性化できる材料を見つけまし

ょう。

４．評価の観点

・農業・農村が持つ多様な機能や魅力に関心を持ち、調査や企画立案に意欲的

に取り組むとともに、農業生産に関連づけて実践的に取り組もうとする態度関心・意欲・態度

を身に付けている。

・農業生産と地域の文化や料理などを多面的に考察し、宮崎県や地域にあった

適切なグリーンライフの在り方を判断できる。思 考 ・ 判 断

・農業や農村の多面的な機能や魅力を把握し、市民農園や観光農園・直売所な

どの企画、開園、運営などができる基礎的な知識を身に付け、その考察を表技 能 ・ 表 現

現できる。

・農業や農村の多面的な機能や魅力の検討やグリーンツーリズムの考え方から

グリーンライフの基本的な性質について理解している。知 識 ・ 理 解

５．成績評価

定期考査 平 常 点

ノート等中 間 （素 点）

８０％ ２０％ ％ ％ ％

１･２学期

定期考査 平 常 点

ノート等 出 席期 末 （素 点）

７０％ ２０％ １０ ％ ％ ％

定期考査 平 常 点

ノート等 出 席３ 学 期 学年末 （素 点）

７０％ ２０％ １０％ ％ ％

＊各学期の平均とする。

６．生徒の皆さんへ

グリーンライフとは農業・農村が持つ多様な機能や魅力を発見し、それらを活用して人々の交流

を促したり、新たな余暇活動やビジネス、ライフスタイルの創造について考える新しい教科です。

また、環境保全や心身共に健康で豊かな暮らしについてもこの教科の中で勉強していきましょう。


